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枝線3 No.26-材料

地質調査位置図 S=1/5,000

開発区域境界線

湿原コアエリア

凡 例

湿地

: 試料採取 (Z)

凡 例

: ボーリング調査 (B)

: 浸透能試験 (K)

: 動的貫入試験 (S)

: 追加ボーリング調査位置 (B)

No.1

No.3

No.2

No.1・・・B調整池上流端とＦ湿地の間
推定地質断面を確かめ、地盤の透水性の確認を行う。

No.2・・・F湿地東側尾根
Ｆ湿地の涵養源と推定される層(kⅡb)の確認及び透水性の確認を行う。

No.3・・・B調整池下流
事業地の最下流での地質確認


